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」

岡山市立東疇小学校
校長
小山　典子

　今年は６月ごろから暑い日が続くようになりまし
た。暑さ指数も高く，子どもたちが外で遊ぶことが
できない日も多くありました。職員室の窓に外で活
動できるかどうか張り出すのですが「遊べない」
の掲示が出ても「そうだと思った」とすぐに納得
して，室内で過ごす姿が見られました。
　教室や特別教室にエアコンが設置され，登下
校時には体を冷やすグッズや日傘を利用する児
童も増えてきています。
　私が子どもだった頃を思い出すと，ゲーム機な
どはまだなかったので，放課後はほぼ毎日，学校
に残って下校時刻まで運動場で友達と遊んでい
ました。天気が良いのに外で遊べないことがある，
携帯電話が普及する，学校で一人一台の端末
を使うなど，全く思ってもいなかったことです。

　今の子どもたちが大人になった頃は，どんな世
の中になっているのでしょうか。
　現在は生成AIなどの急速な発展もあり，文章
の作成や画像の加工などの技術力は劇的に変
化してきており，手軽にできるようになってきました。
一人一台端末を利用するようになった子どもたち
は，情報が必要な時には簡単に得ることができ，
それが当たり前になっています。たくさんの情報が
溢れている時代だからこそ，正しいものとそうでな
いものを見極めることはとても必要な力になってき
ています。
　これからは，空飛ぶ車が行き交い，宇宙旅行
が当たり前になってくるかもしれません。地球環境
もきっと今とは大きく変わってくることでしょう。でも，
どんな世の中になっても，人と人との関わりや相手
のことを思いやる気持ちは大切にしてほしいと思
います。
　学校は，これからの世の中を創っていく子ども
たちが，友達と一緒に楽しく笑顔で過ごすことが
できる場所であり続けてほしいです。

～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成
事業，教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提として実施してい
ます。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいります
ので，皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金等により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金等を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です。

70年以上に
わたる提携関係

日教弘では，70年以上にわたって日教弘では，70年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して

共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を
実施しています実施しています。。

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま 教弘保険加入と
保険金の支払い

各種の
公益事業・福祉事業
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岡山県教育カレンダー絵画コンクール作品募集中！

今後ご退職予定の教職員の皆さまを対象に，豊かなセカンドライフのためのセミナーを開催します。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

主な内容

申込方法

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

●申込書を学校園担当者へご提出いただくか，
　日教弘岡山支部事務局までメールもしくはFAXください。
　（メール：okayama@okakyoko.or.jp  FAX：086-272-1781） 
　※申込書は当支部ホームページにも掲載しています。

参加費
無料

岡山会場（定員各75名）

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
☎（086）272-1923

受付開始　13：00
開催時間　13：30～16：00

カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

将来の年金等につい
ても，セミナーで理解
していきましょう！

11月29日（土）
  1月17日（土）

　日教弘岡山支部では，教育カレンダーに掲載する児童生徒の絵画を募
集しています。岡山県の風景，子どもたちの夢や未来のふるさと，学校
での楽しい思い出など，平素の学習の中で指導された作品や夏休みの課
題をふるってご応募ください。

テ
ー
マ

「
か
が
や
く
岡
山
」

募集対象

画　　材

様　　式

応募点数

応募方法

送 付 先

応募締切
11/20（木）

必 着

画用紙（8つ切り以上），キャンバス（6～10号）を
横長に使った平面作品
�
クレヨン，パス，コンテ，水彩絵の具，油絵の具など
�
１人１点
�
岡山県内の小学校，中学校，高等学校および特別支援学校等に在学する児童・生徒
�
作品の裏に学校名，学年，氏名，題名を記入し，必ず学校ごとにまとめて「岡山県教育
カレンダー絵画コンクール応募者一覧表」を添付の上ご応募ください。応募者一覧表は，
弘済会報（春号・夏号）に同封し，対象校あてに送付しています。
● 募集要項・応募者一覧表様式はホームページからダウンロードもできます。
　 URL→http://www.okakyoko.or.jp/calendar_boshu.html
�
〒703-8258　岡山市中区西川原255
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　　教育カレンダー絵画コンクール係

弘済会
岡山支部
メール

表彰式（令和６年度） 作品展（令和６年度）
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振教 興育 事 業 の ご 報 告

　令和7年度の奨学事業（貸与および給付），教育団体助成，教育文化助成，研究大会助成，学校研究
助成および球根贈呈について，次のとおり決定しました。日教弘岡山支部ホームページ（http://www.
okakyoko.or.jp）では，各団体名，活動・研究テーマも掲載していますので，ご覧ください。

貸与奨学金　30名に2,700万円を貸与 給付奨学金〈高校生対象〉51名に510万円を給付
　貸与型の奨学事業は，大学(院)や短期大学，高等専
門学校の４学年以上および専修学校専門課程に在籍
もしくは入学予定の学生を対象に実施しています。
今年度は30名に2,700万円を貸与することを決定し，
日教弘本部から送金されました。

　高校生対象の給付型の奨学事業は，県内の高等学
校および特別支援学校高等部等に在籍する生徒を対
象に，修学支援を目的として実施しています。今年
度は51名に510万円（1名につき10万円）を給付しま
した。

助成団体名 　岡山県国公立幼稚園・こども園長会／岡山県小学校長会／岡山県
中学校長会／岡山県高等学校長協会／岡山県公立小中学校教頭会／岡山県高等
学校教頭・副校長会／岡山県小・中学校事務研究会／岡山県立学校事務長会／岡山県特別支援学校事務長会／岡山県
公立高等学校事務職員協会／岡山県小学校教育研究会／岡山県中学校教育研究会／岡山県高等学校教育研究会／岡山
県高等学校定時制通信制教育振興会／岡山県小・中学校長会連絡協議会／全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部
／岡山県小学校特別活動研究会／岡山市小学校長会／岡山県特別支援学校教育研究会／岡山県小学校教育研究会生活
科部会・総合的な学習部会

教育団体助成　20団体に160万円を贈呈
　県内の教育団体等が行う教育研究活動・教員研修に助成しています。
今年度は20団体から申請があり，選考の結果, 20団体に160万円（１団体
につき５～10万円）を贈呈しました。

助成団体名 　美作大学沖縄県人会／上道公民館学校園連携実行委員会／岡山県
教育振興会／岡山県高等学校教育研究会英語部会／中学生英語暗唱大会実行委員会／岡山市立芳泉小学校／岡山県立
井原高等学校／高島公民館高島地域づくり隊／岡山県高等学校文化連盟／玉野市立荘内中学校桜花祭実行委員会／竜
操地域学校応援団／阿曽小学校コミュニティ・スクール／岡山県立倉敷商業高等学校／学校法人第一原田学園おかや
ま山陽高等学校／浅口市立鴨方西小学校学校運営協議会／岡山県立西大寺高等学校家庭クラブ／岡山県立勝山高等学
校蒜山校地／玉野市特別支援学級保護者の会あすなろ会／岡山県女子体育連盟／岡山県産業教育振興会／岡山市立蛍
明小学校／ウィズはぁと／津山市立誠道小学校地域学校協働活動／余野小学校学校運営協議会／美咲町立柵原学園／
岡山県立玉野高等学校／総社市立池田小学校／NPO法人manabo-de／備中「聞き書き」実行委員会／NPO法人こくさ
いこどもフォーラム岡山／にじいろハーモニープロジェクト／総社ジュニアコーラス／都山流岡山県支部／神代和紙
保存会／岡山フルートの会／妹尾ふなめし保存会／特定非営利活動法人だっぴ／子どもの遊びと手の労働研究会岡山
支部／杜の学校研究会

教育文化助成　39団体に230万円を贈呈
　本県の教育文化の発展や青少年の健全な育成を目的に，学校教育や社
会教育等の各分野において，個人または団体（PTA・児童・生徒等の活
動を含む）の研究・活動に助成しています。今年度は46団体から申請が
あり，選考の結果, 39団体に230万円を贈呈しました。



5

井原市立県主幼稚園 岡山市立芳田幼稚園 総社市立神在幼稚園 岡山市立平島幼稚園 岡山市立平福幼稚園
岡山市立操明幼稚園 岡山市立可知幼稚園 総社市立久代幼稚園 浅口市立寄島こども園 備前市立日生認定こども園
岡山市御津金川認定こども園 岡山市太伯認定こども園 岡山市錦認定こども園 岡山市興除認定こども園 岡山市岡南認定こども園
美作市立美作北こども園 岡山市浦安芳泉認定こども園 瀬戸内市立美和小学校 新見市立矢神小学校 笠岡市立新山小学校
鏡野町立香々美小学校 瀬戸内市立牛窓北小学校 備前市立三石小学校 矢掛町立山田小学校 倉敷市立呉妹小学校
笠岡市立北川小学校 笠岡市立吉田小学校 岡山市立清輝小学校 鏡野町立鶴喜小学校 岡山市立足守小学校
真庭市立美川小学校 津山市立広野小学校 美咲町立美咲中央小学校 玉野市立胸上小学校 岡山市立桃丘小学校
真庭市立天津小学校 津山市立院庄小学校 井原市立井原小学校 岡山市立浮田小学校 笠岡市立金浦小学校
倉敷市立緑丘小学校 岡山市立古都小学校 岡山市立平島小学校 倉敷市立味野小学校 倉敷市立川辺小学校
浅口市立六条院小学校 津山市立鶴山小学校 岡山市立箕島小学校 総社市立清音小学校 倉敷市立旭丘小学校
倉敷市立琴浦西小学校 倉敷市立粒江小学校 津山市立弥生小学校 岡山市立芳田小学校 岡山市立石井小学校
岡山市立操南小学校 岡山市立庄内小学校 岡山市立三勲小学校 岡山市立操明小学校 倉敷市立万寿東小学校
倉敷市立倉敷南小学校 岡山市立江西小学校 岡山市立中山小学校 岡山市立岡山中央小学校 倉敷市立中洲小学校
岡山市立伊島小学校 岡山市立福浜小学校 岡山市立幡多小学校 倉敷市立連島南小学校 倉敷市立大高小学校
倉敷市立茶屋町小学校 岡山市立高島小学校 岡山市立西小学校 倉敷市立西阿知小学校 美咲町立旭学園義務教育学校
高梁市立川上中学校 新見市立大佐中学校 久米南町立久米南中学校 笠岡市立大島中学校 笠岡市立新吉中学校
新見市立新見南中学校 岡山市立上南中学校 総社市立総社中学校 赤磐市立高陽中学校 岡山市立福田中学校
浅口市立鴨方中学校 倉敷市立児島中学校 倉敷市立連島南中学校 岡山市立芳田中学校 岡山市立京山中学校
岡山市立操南中学校 岡山市立吉備中学校 倉敷市立倉敷翔南高等学校 岡山県立真庭高等学校 玉野市立玉野商工高等学校
岡山県立笠岡工業高等学校 岡山県立倉敷鷲羽高等学校 岡山県立津山工業高等学校 学校法人関西学園関西高等学校 岡山県立岡山盲学校
岡山県立誕生寺支援学校 岡山県立倉敷まきび支援学校

助成金贈呈校園名

学校研究助成　102校園に997万円を贈呈
　学校園単位の研究活動とその研究の中核となるグループに対して助成しています。今年度は102校園に997万
円（１校園につき上限20万円）を贈呈しました。

研究大会名 　第71回中国地区高等学校工業教育研究大会岡山大会／第44回全国在日外国人教育研究集会岡山大会／第
58回中国・四国算数・数学研究（岡山）大会／日本商業教育学会第35回全国（岡山）大会／第45回日本学校農業クラ
ブ中国ブロック連盟大会／第45回中国地区公立学校教頭会研究大会岡山大会兼第62回岡山県公立小中学校教頭会研修
大会／第72回中国地区小学校長教育研究大会岡山大会・令和７年度岡山県小学校長教育研究大会倉敷大会

研究大会助成　７件に50万円を贈呈
　教育関係団体等が２県以上にまたがる研究大会を開催する場合，その経費の一部を助成しています。今年度
は, ７件の大会に50万円（１件につき５～10万円）を贈呈しました。

球根贈呈　235校園にチューリップの球根16,300球贈呈

※チューリップの球根贈呈校園一覧については，
日教弘岡山支部ホームページ

（http://www.okakyoko.or.jp）を
ご覧ください。

　草花を栽培することで学校園の教育環境を整え，園児・児童の健全な育成に資することを目的に，小学校，
幼稚園・認定こども園に球根を贈呈しています。今年度は235校園にチューリップの球根16,300球（１校園につ
き50球もしくは100球）を贈呈することを決定しました。
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笠岡市立六
む し ま

島小学校

　本校の学区である六島は，笠岡本土から約25ｋｍの沖
合いにあり，面積は約１㎢，周囲4.3ｋｍの笠岡諸島最南
端の島です。灯台と水仙，そして，風光明媚な瀬戸内
の風景が自慢の島です。本校は，平成15年度以降，休
校となっていましたが，平成19年度から学校が再開し
ました。令和３年度から児童数が１名となりました
が，令和６年度に１名転入があり，児童数は２名とな
り現在に至っています。

池田 誠 校長

■ 六島いきいきフェスティバル  �
　毎年10月の第３土曜日に，子どもたちが学習の成果を地域の皆さんに発表する「六島いきいきフェスティバル」
を開催しています。昨年度は，一輪車の演技や合奏，そして，総合的な学習の時間に探究した「六島の漁業」な
どを発表しました。教職員も参加した劇や
子どもたちが考えた「マジックショー」も披
露して，地域の皆さんからは，温かい声援を
いただきました。また，六島に伝わる盆踊り

「六島音頭」も地域の皆さんと一緒に歌い，
そして，踊り，地域と小学校が一体となった
フェスティバルとなりました。

ジャンプアップ　六島小学校

■ 他校との交流学習  �
　本校は，同じ中学校区の２校の小学校と交流学習を行っています。それぞ
れの小学校へ行き，一緒に授業を受けたり，休み時間に遊んだりする日を年
間10日程度設けています。また，運動会や修学旅行，社会施設見学などの学
校行事も一緒に行っています。子どもたちはこの交流学習を楽しみにしてお
り，私たち教員も，日常の学校生活ではできにくい同学年の友だちとの学び
合いができるよい機会ととらえ，交流学習の充実に努めています。

友だちの見送り

■ 地域との心温まる交流活動  �
　本校では少なくとも月に１回は，地域の皆さんと子どもたちが触れ合う機会を設けて
います。参加される皆さんは，小学校の行事を楽しみにされており，子どもたちに，い
つも温かい言葉をかけてくださり，子どもたちも励み
になっています。写真にある水仙の折り紙は，六島や
小学校を訪れた方々へのプレゼントにしており, ２か
月に１回，子どもたちと地域の皆さんが一緒に作って
います。それぞれに役割があり黙々と作業をするので
すが，いつもそのうちに子どもたちを中心にすえた雑
談が始まり，和やかな雰囲気になる素敵な時間です。

折り紙お助け隊

「六島の漁業」発表一輪車の演技

校舎外観
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作
品
の
後
に
所
属（
投
稿
時
）・

お
名
前
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

作
品
募
集

★
次
号
は
十
一
月
四
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句・川
柳
い
ず

れ
か
一
つ
を
選
ん
で
、は
が
き
に
作
品

（
三
点
以
内
）･

勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、教
弘
俳

壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

　

次
回
会
報
一
九
九
号
は
令
和
八
年

一
月
十
日
発
行
で
す
。

★�

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。
初

め
て
の
投
稿
、
現
職
の
皆
様
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

教
弘
歌
壇

石
井 
宏
幸
選

〈
特
選
〉

残
世
よ
月
夜
の
蝸
牛
遅
歩
な
る
も

透
く
羽
を
つ
け
飛
翔
す
る
べ
し

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

（
評
）
残
世
は
仏
教
で
の
現
在
過
去
未
来

の
三
世
を
踏
ま
え
た
残
生
だ
ろ
う
か
。
絶

え
な
い
戦
乱
等
か
ら
世
の
終
焉
へ
の
危

惧
を
も
思
う
も
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も

独
自
の
世
界
観
が
ま
ず
提
示
さ
れ
て
驚

く
。

　

そ
の
上
で
、
月
夜
の
蝸
牛
に
透
明
な
羽

を
つ
け
て
飛
翔
し
な
さ
い
と
幻
想
的
な

景
を
美
し
く
そ
れ
も
命
令
形
で
詠
う
。
命

令
す
る
の
は
蝸
牛
へ
で
あ
り
、
自
分
の
時

間
に
閉
じ
こ
も
る
自
身
へ
で
も
あ
る
。

　

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
世
界
観
を
詠
う

た
め
に
、
現
実
感
が
希
薄
と
な
る
が
、
修

練
に
よ
り
得
ら
れ
た
美
し
い
言
葉
に
絡

め
取
ら
れ
る
よ
う
。

〈
佳
作
〉

「
お
月
様
が
ご
ろ
ん
し
て
る
」
と
吾

子
が
言
う
保
育
園
よ
り
帰
る
西
空

倉
敷
・
第
三
福
田
小　

光
本　

智
夏

最
古
な
る
社
の
御み

た
ま
し
ろ

霊
代
三
輪
山
よ

そ
の
気
は
凜
と
我
が
身
を
洗
ふ

山
陽
学
園
高　

土
師　

康
生

天
空
に
探
す
未
開
地
碧
の
蔓
触
覚

屈
性
吾
子
の
手
の
ご
と

岡
山
西
支
援　

江
國　

泰
洋

〈
入
選
〉

行
く
秋
を
惜
し
む
が
如
く
艶
や
か

に
床
を
も
染
め
る
櫂
の
赤
と
黄

岡
山
・
財
田
小　

三
好　

隆
志

行
燈
に
恋
歌
浮
か
ぶ
奥
出
雲
我
が

歌
表
彰
さ
れ
た
る
を
見
る

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

太
陽
の
暑
さ
に
負
け
て
花
や
木
が

茶
色
に
焼
け
て
う
な
だ
れ
て
い
る

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

若
菜
巻
味
わ
い
読
ん
だ
達
成
感
仲

間
も
我
も
余
韻
に
浸
る

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

庭
い
じ
り
蜂
に
刺
さ
れ
た
痛
み
よ

り
ふ
く
れ
た
腕
を
眺
め
て
悲
し

勝
央
・
勝
央
北
小　

井
上　

孝
子

雑
草
よ
水
も
肥
料
も
や
ら
ぬ
の
に

野
菜
を
超
え
て
輝
き
放
つ

退
職
会
員　

服
部　
　

誠

◆
選
者
吟

田
水
澄
み
も
の
の
命
の
動
く
喜
雨

泥
底
の
罅ひ

び

露
は
な
る
ま
ま

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

紫
陽
花
や
廃
線
跡
は
道
と
な
り

倉
敷
・
児
島
小　

土
師　

宏
文

（
評
）
廃
線
跡
を
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す

る
人
は
多
い
。
選
者
は
廃
線
ラ
ン
愛
好
者

で
あ
る
。
井
笠
鉄
道
矢
掛
線
跡
と
下
津
井

電
鉄
跡
は
幼
少
時
に
利
用
し
た
こ
と
も

あ
り
思
い
入
れ
が
強
い
。
四
年
前
の
春
、

下
津
井
電
鉄
廃
線
跡
21
㎞
を
茶
屋
町
駅

か
ら
下
津
井
港
ま
で
走
っ
た
。
茶
屋
町
と

稗
田
駅
跡
の
桜
並
木
が
見
事
で
あ
っ
た
。

作
者
の
勤
務
す
る
児
島
小
は
こ
の
旧
稗

田
駅
と
柳
田
駅
の
間
に
あ
り
、
校
庭
横
を

線
路
が
通
っ
て
い
た
。
駅
舎
の
案
内
板

に
、
こ
の
廃
線
路
を
み
ん
な
元
気
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
「
花
の
風
あ
い
さ
つ
ロ
ー

ド
」
と
命
名
す
る
と
あ
っ
た
。
廃
線
路
が

未
来
へ
続
き
、未
来
を
育
む
。視
点
抜
群
。

〈
佳
作
〉

蛇
衣き

ぬ

に
脱
ぎ
残
し
た
る
眼ま

な
こ

か
な

退
職
会
員　

落
合　

範
昭

一
村
を
揺
る
が
す
ご
と
く
夏
蛙

退
職
会
員　

万
波　

照
世

ベ
ビ
ー
服
一
列
に
干
し
秋
を
待
つ

倉
敷
・
富
田
小　

村
上　

和
美

〈
入
選
〉

も
ろ
こ
し
を
蒸
す
香
の
土
間
へ
飛

び
こ
み
し岡

山
城
東
高　

別
所　

琴
美

糠
雨
に
蘂し

べ

を
震
は
す
夏
椿

退
職
会
員　

山
﨑　

淑
加

小
手
面
の
声
に
混
れ
り
蝉
の
声

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

朝
ド
ラ
の
ロ
ケ
の
洋
館
花
衣

退
職
会
員　

貝
畑　

信
行

南
風
や
真
白
き
シ
ー
ツ
膨
ら
み
ぬ

倉
敷
・
玉
島
西
中　

赤
木　
　

藍

徒
競
走
マ
ジ
で
勝
負
の
子
ら
裸
足

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

穏
や
か
な
波
で
彩
る
砂
棚
田

笠
岡
・
笠
岡
西
中　

浦
川　

美
咲

み
な
み
風
キ
ト
ン
ボ
連
れ
て
気
ま

ま
旅

備
前
・
吉
永
中　

宮
脇　

明
美

左
手
に
日
傘
右
手
に
横
断
旗

倉
敷
・
連
島
南
小　

村
上　

昂
平

◆
選
者
吟　

８·

１７ 

vs 

柏

稲
妻
や
行
く
ぞ
俺
ら
が
岡
山
で
す

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

温
度
差
が
あ
っ
て
夫
婦
と
し
て
生

き
る

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

（
評
）
長
期
間
連
れ
添
っ
て
い
る
と
相
手

が
空
気
の
よ
う
な
存
在
に
な
る
と
聞
く

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
人
で
居
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
、
お
互
い
に
存
在
が
感
じ

ら
れ
な
い
程
に
一
体
化
す
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
私
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う

か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

作
者
の
温
度
差
と
は
、
価
値
観
や
人
生

観
の
違
い
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

別
々
の
個
性
を
持
っ
て
い
て
も
、
夫
婦
と

し
て
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
自
然
に
清
々
し

く
奏
で
る
よ
う
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
。
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
幸
せ
に

過
ご
し
た
い
。
作
者
の
眼
力
が
鋭
い
。

〈
佳
作
〉

近
年
は
春
夏
夏
冬
秋
は
い
つ

井
原
高　

伏
見　

拓
也

Ａ
Ｉ
に
知
恵
借
り
て
ま
で
論
破
す
る

新
見
高　

難
波　

宏
子

オ
ー
ル
ス
タ
ー
大
谷
打
席
空
探
す

倉
敷
・
西
中　

浦
川　

洋
平

〈
入
選
〉

過
疎
の
波
谷
に
渦
巻
く
鳥
の
声

美
作
高　

初
川　
　

渉

温
度
計
壊
れ
て
な
い
よ
ね
こ
の
気
温

高
梁
城
南
高　

古
村　

英
治

過
疎
地
域
子
ど
も
の
声
が
懐
か
し
い

退
職
会
員　

西
村　
　

毅

コ
メ
つ
く
り
コ
メ
つ
く
る
人
育
て
ね
ば

退
職
会
員　

尾
島　

生
子

面
会
日
特
養
ホ
ー
ム
で
頭

こ
う
べ

垂
れ

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

と
も
か
く
も
古
米
食
み
ゐ
る
夕
餉

か
な

退
職
会
員　

北
村　

庸
江

夏
休
み
冷
え
る
間
も
な
く
減
る
麦
茶

興
陽
高　

佐
々
木
正
剛

猛
暑
で
は
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
命
が
け

退
職
会
員　

藤
原　

隆
志

節
目
の
日
天
に
向
か
い
て
ケ
セ
ラ

セ
ラ

久
米
南
・
弓
削
小　

宍
戸　
　

亮

天
仰
ぎ
岩
の
地
熱
恵
み
あ
り

倉
敷
琴
浦
高
等
支
援　

渡
邊　
　

繁

◆
選
者
吟

父
の
ご
と
く
机
の
隅
に
広
辞
苑 

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

弘
済
会
報
一
九
七
号
の
文
芸
の
ひ
ろ
ば

で
、
高
梁
城
南
高　

古
村
英
治
様
の
お
名
前

を
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ご
投
稿
者
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文
芸
の
ひ
ろ
ば

必
着
！！



●教弘保険の特徴

●保障プラン

嬉しい２つのポイント

※この資料は概要を示したものです。詳細は学校担当ＬＣにお尋ねください。

教職員相互の助け合い　　　
教弘保険にぜひご加入ください

※�上記の内容は2025年9月現在の概要を示したものです。詳しくは，共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブラルタ生命のＬＣ
（ライフプラン・コンサルタント）にお問い合わせのうえ，「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

34歳以下の方に

ユース教弘保険
（災害割増特約付集団契約特約付勤労保険）

35歳以上の方に

新教弘保険Ａ型
（集団契約特約付勤労保険）

80歳まで継続できます

新教弘保険Ｋ型
（集団契約特約付勤労保険）

余命６ヶ月以内と判断される場合，生きている間に保険金を受け取ることができます。
●�余命６ヶ月以内の判断は，被保険者の主治医の診断や請求書類に基づいて，ジブラルタ生命の医

師の見解（場合によっては，社外医師のセカンドオピニオン）も含めて慎重に判断いたします。
●�余命６ヶ月以内とは，ご請求時において，日本で一般的に認められた医療による治療を行っても

余命６ヶ月以内であることを意味します。

加入例【月払保険料】
10口の場合　1,513円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

災害割増特約
災害保険金・

災害高度障害給付金
300万円

加入例【月払保険料】
10口の場合  3,510円

死亡保険金
高度障害給付金
1,000万円

既加入の新教弘保険Ａ型の
死亡保険金の範囲内で，医師
の診査等を受けることなく
加入でき，更新により80歳ま
で保障を継続できます。加入年齢 18～34歳

保障期間
39歳満了

（保険期間は5年満了
ごとに自動更新され，

39歳まで継続します。）

教職員専用で
オススメです

教弘保険の
ご案内

※１．5年満了ごとに自動更新され，39歳まで継続します。　※２．加入（更新）時年齢・性別によって保険料は異なります。

保障期間（17年） 保障期間（65歳まで）

＋

低廉な保険料
集団契約特約を付加することにより，低廉
な保険料で死亡・高度障害時の保障が得
られます。

※１

※２ ※２ ※２

1
POINT 各種特典があります

教弘保険加入の日教弘会員は，指定宿泊施
設利用補助，結婚・出産祝等の特典が受け
られます。

2
POINT

移行 加入 更新更新

65歳 70歳 75歳39歳

22歳，10口加入の場合加入例

生きている間に保険金が受け取れるリビング・ニーズ特約が付加できます

退職された後も
65歳まで保障は続きます ５年毎更新

⃝ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用・通話料無料）　☎0120－37－9419
⃝岡山第一・第四・第六　☎086－271－2010　　⃝岡山第二・第三・第五・第七・第八　☎086－234－7501
⃝津山　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　⃝倉敷　　　　　　　　　　　  ☎086－422－1769
⃝笠岡　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　⃝総社　　　　　　　　　　　  ☎0866－92－6550

ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先

80歳22歳
加入

令和４年４月より，保険料が22％引き下げられました。


